
令
和
５
年
1
2
月
定
例
会
に
傍
聴
に
行
こ
う
！

ご
意
見
・
ご
感
想
、又
は
お
問
い
合
わ
せ
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議 会 広 報 調 査 特 別 委 員 会

委 員 　津 嘉 山 え り 子

令
和
５
年
１２
月
１２
日（
火
）か
ら
開
催
予
定

本
会
議
を
行
う
議
場
で
は
、手
話
通
訳
及
び

補
聴
装
置
を
御
利
用
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
で
町
議
会
を
知
ろ
う！

あ
な
た
も
町
議
会
を

傍
聴
して
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
の
日
程
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
して
お
り
ま
す
。

手
話
通
訳
は
、傍
聴
予
定
日
の

７
日
前
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

補
聴
装
置
は
、傍
聴
受
付
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。議
場
は

役
場
の
４
階
で
す！

検
索

北
谷
町
議
会

● ●

　 南 国 沖 縄 も 朝 夕 涼

し く な り 秋 ら し さ を

感 じ ら れ る 季 節 と な

り ま し た 。

　 私 達 、 議 員 も 昨 年

９ 月 の 当 選 か ら １ 年 が た ち 、

新 た に 心 引 き 締 ま る 思 い で

全 議 員 が 北 谷 町 の 発 展 に む

け て 議 会 活 動 に 取 り 組 ん で

い る と こ ろ で す 。

　 ま た 、 新 人 議 員 で 取 り 組

ん で い る 『 議 会 広 報 』 も 委

員 の 協 力 で 少 し ず つ 向 上 し

て き て い る の で は と 思 っ て お

り ま す 。 今 後 も 町 民 の 皆 様

に 寄 り 添 い 、 分 か り や す い

『 議 会 広 報 』 づ く り に 取 り 組

ん で 参 り ま す 。 是 非 役 場 ４

階 議 会 に も お 越 し 下 さ い 。
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■ ■P２～３令和４年度どう使われた？
みんなのお金 ……

リ
レ
ー
の
順
位
は
…（
笑
）

参
加
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
も
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た！

来
年
も
頑
張
り
ま
す
!!

11
月
5日
、チ
ー
ム
議
会
で

町
民
運
動
会
に
出
場
し
ま
し
た！



一
般
会
計
決
算
認
定

主
要
施
策

●
●

■
■
■
■
■
■
■

■

■

■

■

0:51:50から
スタート

ど う 使 わ れ た ？  み ん な の お 金
令和４年度 一般会計決算認定

194億 6,132万円
181億 2,669万円    

58億972万円

7億7,883万円

16億3,551万円

13億6,274万円

13億2,676万円

38億1,195万円

19億1,608万円

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

町 税

財産収入

繰入金

繰越金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

主な歳入

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

63億4,698万3千円

12億2,688万円

20億9,512万円

20億8,915万円

高齢者福祉や児童福祉、
障がい者福祉の運営など

予防接種や健康づくり、
環境美化など

町道の舗装補修、道路の新設
改良、河川の整備など

幼稚園や小中学校の
教育環境の整備や生涯学習、
文化財保護など

民生費

衛生費

土木費

教育費

主な歳出

歳入
歳出

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

令和4年度特別会計・上下水道事業会計決算

歳入　38億4,281万円
歳出　36億8,280万円

歳入　3億9,418万円
歳出　3億9,050万円

当年度未処分利益剰余金　1億3,438万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億8,212万円
8億1,774万円
7,753万円

2億9,591万円

収益的収入　7億9,305万円
収益的支出　7億1,215万円
資本的収入　3億5,887万円
資本的支出　5億6,101万円

国民健康保険
特別会計

後期高齢者
医療特別会計

水道事業剰余金
処分について

水道事業会計

下水道事業会計

令和４年度 主要施策
コミュニティバス導入検討事業

4,233万3千104円
特定駐留軍用地内土地取得事業

1億663万5千675円

美浜無電柱化整備事業
1億2,558万400円

サンセットビーチ改良事業
3億2,060万7千100円

北谷町観光物産プロモーション事業
1,230万円

学校給食センター整備事業（建設）
302万2千円

北谷城保存整備事業
809万8千129円

町立博物館整備事業
2億772万1千740円

PICK
UP!
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補
正
予
算
・
条
例
の
改
正

請
負
契
約
・
契
約
の
変
更

令和５年度 北谷町一般会計補正予算請負契約・契約の変更

令和５年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算令和５年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算

（第3号）９月12日 歳入歳出予算総額 213億1,919万２千円

提案された補正予算額

主 な 歳 出

10億2,160万7千円

歳入歳出予算総額
40億1,233万円

原
案

可
決

原
案

可
決

主な内容
●特定駐留軍用地内土地取事業
●障害者自立支援医療事業費
●北前冠水対策事業
●発掘調査事業費（正徳原古墓群調査）

２億672万１千円増
1,045万２千円増
3,216万４千円増
3,280万３千円増

…………………………

…………………………………

…………………………………………………

…………………

補正額 1億5,201万9千円

歳入歳出予算総額
4億3474万7千円 原

案
可
決

512万8千円

令和5年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算令和5年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
9月12日

1:53:15から
スタート

主な内容 法人税法の一部改正に伴う改正

発案者は 条例の

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

条 例 の 改 正
北谷町固定資産税の課税免除に関する条
例の一部を改正する条例について

原
案

可
決

主な内容

発案者は 条例の

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

北谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について

原
案

可
決

主な内容

発案者は 条例の議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支
援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

原
案

可
決

放課後児童健全育成事業の内容について
定める厚生労働省通知の改正に伴う改正

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の改正
に伴う改正

令和５年度浜川漁港第１突堤・
船揚場改修工事（請負契約）
契　約　額：
契約の相手方：

１億４,５７０万２千７百円
座波建設株式会社

令和５年度サンセットビーチ改良工事（請負契約）
契　約　額：
契約の相手方：

１億２,５４８万９千百円
有限会社日幸建設

北玉小学校空調機能復旧工事（請負契約）
契　約　額：
契約の相手方：

１億７,４９０万円
株式会社海邦
有限会社ライフテック
特定建設工事共同企業体

契　約　額：
契約の相手方：

契　約　額：
契約の相手方：

契　約　額：
契約の相手方：

契　約　額：
契約の相手方：

8億５,２５０万円　
株式会社オーエスディー
有限会社隆成建設
特定建設工事共同企業体

１１億６,４６４万７千円
旭建設株式会社
有限会社日幸建設
特定建設工事共同企業体

２億２,７１５万円　
有限会社平電設
株式会社丸輝電気
特定建設工事共同企業体

２億３,９１４万円　
有限会社真栄工業
徳進設備工業株式会社
特定建設工事共同企業体

北谷中学校校舎改築工事（建築）１工区（請負契約）

北谷中学校校舎改築工事（建築）２工区（請負契約）

北谷中学校校舎改築工事（電気設備）（請負契約）

北谷中学校校舎改築工事（機械設備）（請負契約）

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

北谷町文化発信拠点整備工事（契約の変更）
変 更 増 額：
変更後の額：
契約の相手方：

２,９０６万６千４百円
８億９,９１６万６千４百円
株式会社大興建設・株式会社オーエスディー
特定建設工事共同企業体

（第１号）
9月12日

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

補正額
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抗
議
決
議
・
陳
情

陳
情
・
意
見
書

　
沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
と
、
本
年
８
月
20
日
、
午
前
７
時
12
分

頃
本
町
吉
原
の
民
家
駐
車
場
内
に
お
い
て
、
嘉
手
納
基
地
所
属

米
空
軍
兵
長
が
四
輪
乗
用
車
の
ド
ア
を
殴
打
す
る
な
ど
と
し

て
、
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
本
町
の
み
な
ら

ず
、
県
内
に
お
い
て
は
、
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件
が
後
を

絶
た
ず
、
本
町
議
会
で
は
再
三
再
四
、
抗
議
及
び
要
請
し
て
き

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
様
な
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
去
る
９

月
７
日
に
基
地
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
全
会
一
致
で
抗

議
決
議
及
び
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

問 

器
物
損
壊
に
関
し
て
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
酒
を

飲
ん
で
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
の
か
。
吉
原
の
民
家
と
い
う
こ

と
だ
が
町
民
か

答 

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
検
出
は
さ
れ
て
い
る
が
量
の
詳

細
が
で
き
て
い
な
い
。
被
害
者
は
北
谷
町
在
住
の
71
歳
の
男
性
。

問 

リ
バ
テ
ィ
ー
制
度
に
も
引
っ
か
か
る
も
の
じ
ゃ
な
い
の
か
。

慎
重
に
や
る
必
要
は
な
か
っ
た
か

答 

逮
捕
さ
れ
た
時
間
、
事
件
が
発
生
し
た
時
間
帯
が
リ
バ

テ
ィ
ー
制
度
の
範
囲
内
で
は
な
い
。
事
実
関
係
が
は
っ
き
り
し

な
い
部
分
が
あ
り
、
要
求
・
要
請
事
項
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

問 

こ
の
事
件
は
重
大
事
故
か
。
ど
こ
か
ら
重
大
事
故
で
な
い

の
か
と
い
う
線
引
き
は
、
さ
れ
て
い
る
の
か

答 

小
さ
い
大
き
い
関
係
な
く
ど
ん
な
事
件
で
も
一
歩
間
違
え
れ

ば
重
大
事
件
に
な
り
か
ね
な
い
。
事
件
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。
線
引
き
は
難
し
い
が
、
委
員
会
で
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
議

論
を
し
て
い
き
た
い
。

●嘉手納基地所属米空軍兵による器物損壊事件に対する抗議決議・意見書

抗議決議＆意見書
（米軍基地関連）

【
趣
旨
説
明
】

【
主
な
質
疑
】

賛成多数で

原
案

可
決

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

北谷町商工会【陳情者】

健康保険証の廃止とマイナンバーカードの一体化は中止を含めて見直すこと
トラブルの全容解明を行い、解決策が示されるまではマイナンバーカードのシ
ステムの運用を止めること

地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支援の要望

公益社団法人北谷町シルバー人材センター【陳情者】

陳　情陳　情
全会一致で

採
択

賛成多数で

採
択

賛成多数で

県産品の優先使用について（要請）

【陳情者】

令和６年度福祉施策及び予算の充実について（陳情）

沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会【陳情者】

※福祉施策に関する10項目の要請

公益社団法人沖縄県工業連合会・沖縄県JIS協会・沖縄県酒造組合・沖縄県商
工会連合会・沖縄県商工会議所連合会

全会一致で

採
択

全会一致で

採
択

全会一致で

採
択

■
■

■

提出者
提出理由

あて先

問 

陳
情
項
目
に
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

止
め
る
と
あ
る
が
、
町
民
の
利
便
性

が
悪
く
な
っ
た
り
、
職
員
の
負
担
が

増
え
て
社
会
的
に
進
ん
で
い
る
デ
ジ

タ
ル
化
に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か

答 

こ
の
件
は
保
険
証
に
関
す
る
こ
と
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
便
利
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
意
見
書
で
は
、

一
体
化
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
を
強
く

要
求
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問 

機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
て
、
人

的
な
も
の
も
多
い
。
町
と
し
て
は
、
こ

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
い
の
か

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
か
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
は
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と

当
局
か
ら
の
説
明
。
委
員
会
と
し
て
も

必
要
な
部
分
は
進
め
る
べ
き
だ
が
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
や
資

格
者
証
の
こ
と
、無
保
険
者
や
10
割
負

担
が
出
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
を
考

慮
し
て
今
回
の
意
見
書
の
提
案
。

【主な反対討論】 【主な賛成討論】

平田潤一郎議員
　紙の保険証が廃止後も有効期限５年間の資格確
認証が申請なくとも職権で交付される。広くデジタ
ル化が進められており、町民の利便性が悪くなるこ
とや行政事務における職員の負担増を懸念する。

又吉朋和議員
　デジタル化することによって医療費の削減が可
能になってくるのであるならば、早めにそのように
移行してほしい。

友利勉議員
　マイナンバーカードを持ってない方に証明証が
発行される５年後の保証がない。健康保険証の廃
止とマイナカードへの一体化は見直すべき。

高安克成議員
　国の施策として進んでおり、本町としてもそれを
進めている。陳情の採択と意見書のかたちとして
は不適切ではなかったかということを意見した上
で賛成する。

【
主
な
質
疑
】

【陳情者】沖縄県保険医協会

1
2

健康保険証の存続を求める陳情健康保険証の存続を求める陳情

健康保険証の存続を求める意見書健康保険証の存続を求める意見書
文教厚生常任委員会委員長　新垣千秋
政府は、2024年秋に現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一体化する法案
を可決・成立させた。しかし、誤登録や情報漏えい、「資格無効」と表示される等、マイナ保
険証に関するトラブルが続出し、多くの患者・国民が不安を抱えている。国においては、健
康保険証の廃止により健康保険証を持てず、保険診療を受けられない人が生じないよう、
健康保険証の廃止とマイナンバーカードへの一体化について、見直すことを強く要求する。
内閣総理大臣　　厚生労働大臣　　総務大臣　　法務大臣　　デジタル大臣
衆議院議長　　　参議院議長

可
決

このままでいいの? 健康保険証!!
2:25:57から
スタート
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委
員
会
活
動
報
告

閉
会
中
の
議
会
活
動

閉 会 中 の 議 会 活 動

総務財政常任委員会
視察期間

視 察 先

視察事項

令和５年 10月4日(水)～6日(金)
そなエリア東京、
総務省自治行政局、栃木県真岡市
①防災体験学習施設見学
②自治体DXの動向と推進のための

国の取組
③真岡市のDX推進の取組、地域公

共交通の取組

真岡市ではDX推
進の経緯と人材育
成、コミュニティバ
スを視察しました。

経済工務常任委員会 県 外 視 察
視察期間

視 察 先

視察事項

令和５年 10月18日(水)～20日(金)
神奈川県
湯河原町万葉公園、平塚市議会、
平塚漁港、藤沢市議会、藤沢駅周辺
①Park-PFIの取組
②水産加工品の開発等漁業振興の

取組
③藤沢駅周辺におけるエリアマネジ

メントの取組

議会広報調査特別委員会 県 外 視 察
視察期間

視 察 先

視察事項

令和５年 10月25日(水)～27(金)
福岡県
志免町議会・添田町議会・
須恵町議会
①議会広報紙の編集方針、申合せ等
②企画デザイン、編集、制作等、委員

会の役割分担、印刷業者との調整
③住民参画の取組みと内容
④記事写真、イラストの取扱い

県 外 視 察

神奈川県３市町で、
官民一体の街づく
りを視察しました。

町民に親しまれる
広報紙づくりのた
め先進地を視察し
ました。

令和５年 ９月８日（金）
美浜交番前交差点
1948年、先の大戦で荒廃し、食糧難で耐え
難い状況下にあった沖縄県に、遠くハワイの
沖縄県系の皆様が募金で集めたお金で購
入した豚550頭を送ってくださいました。マウ
イ島の火災で被害を受けている皆様への恩
返しとして募金活動をしました。

も  おか

ハワイ マウイ島の火災支援 募金活動

ゆ  が わらまちまんよう ひらつか

ふじさわ

し　め まち

す え まち

そえ だ まち

■
■
■

時期

場 所

内 容

令和５年 10月11日(水)
嘉手納基地内
嘉手納基地の機能説明の
際、「MQ-9無人偵察機は、
住宅地上空も飛行するの
か」「地元住民は不安に
思っている」など議員から
質問や意見をしました。

嘉手納基地内視察
■
■
■

時期

場 所

内 容

①令和５年 10月10日（火）
②令和５年 11月８日（水）
①ちゃたんニライセンター
②読谷村文化センター鳳ホール
①議員の心構えや自治法の改正点など

の研修を受けました。
②地域農産物の魅力と農業の可能性に

ついて研修を受けました。

町村議会議員・職員研修会
■

■

■

時期

場 所

内 容

読谷村文化センター鳳ホールにて
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議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

臨時会・定例会   　議決結果賛否一覧表

第５３４回　北谷町議会臨時会　【令和５年７月20日（木）】

第５３５回　北谷町議会臨時会　【令和５年８月25日（金）】

第５３６回　北谷町議会定例会　【令和５年９月12日（火）～９月28日（木）】

議　案
仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

議○○○○欠○○○欠○○公○欠○○○○

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

議　案
仲
地
　
泰
夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
波
根
　
弘

與
儀
　
　
誠

又
吉
　
朋
和

仲
栄
真
惠
美
子

喜
友
名
盛
充

喜
友
名
朝
哲

宮
里
　
　
廣

大
浜
ヤ
ス
子

照
屋
　
正
治

友
利
　
　
勉

平
田
潤
一
郎

奥
平
　
紋
子

米
須
清
一
郎

津
嘉
山
え
り
子

新
垣
　
千
秋

仲
宗
根
由
美

氏
　
名

議
決
結
果

19181716151413121110９８７６５４３２１議席

可決

北谷中学校校舎改築工事（電気設備）請負契約について 議○○○○○○○○○─公○○○○○○○可決

北谷中学校校舎改築工事（機械設備）請負契約について 議○○○○○○○○○─公○○○○○○○可決

令和４年度北谷町下水道事業会計決算認定について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定

県産品の優先使用について（要請） 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○採択

議○○

×

○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○─○○○○○○○○○○○○○○─原案可決

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○

×

○○○○○○○○○○○○○○○原案可決

議○○○○○○○○○○公○○○○○○○可決

議○○○○○○○○○─公○○○○○○○可決

令和５年度北谷町一般会計補正予算（第３号）について 議○○─○○○○○○○○○○○○○○─原案可決

北玉小学校空調機機能復旧工事請負契約について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

財産の取得について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

令和４年度北谷町水道事業会計決算認定について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定

令和５年度サンセットビーチ改良工事請負契約について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

令和４年度北谷町一般会計歳入歳出決算認定について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定

令和４年度北谷町水道事業剰余金処分について 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

健康保険証の存続を求める意見書 議○○

××

─○

××

○○○○

×

○○○○○原案可決

健康保険証の存続を求める陳情 議○○

×××

○

××

○○○○

×

○○○○○採択

令和６年度福祉施策及び予算の充実について（陳情） 議○○○○─○○○○○○○○○○○○○採択

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請） 議○○○○○○○○○○○○○○○○○○採択

令和５年度浜川漁港第一突堤・船揚場（１）改修工
事請負契約について

第５３６回　北谷町議会定例会　【令和５年９月12日（火）～９月28日（木）】

議　案
仲
地
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夫

玉
那
覇
淑
子

高
安
　
克
成

阿
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友
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友
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採択地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意
と支援の要望

嘉手納基地所属米空軍兵による器物損壊事件に
対する抗議決議

北谷町固定資産税の課税免除に関する条例の一
部を改正する条例について

議○○─○○○○○○○○○○○○○○─原案可決令和５年度北谷町国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決北谷町文化発信拠点整備工事（建築）請負契約の
変更について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定令和４年度北谷町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

議○○─○○○○○○○○○○○○○○─原案可決令和５年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）について

議○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定令和４年度北谷町国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

北谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例について

嘉手納基地所属米空軍兵による器物損壊事件に
対する意見書

北谷中学校校舎改築工事（建築）１工区請負契約
について
北谷中学校校舎改築工事（建築）２工区請負契約
について

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

閉会中の継続審査・議員派遣の件

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、
疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は(欠）としています。法律
により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議)としています。 議長に事故等がある場合は、副議長が議
長の職務を行う。副議長は（副）としています。議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数
の場合に決定する権利(裁決権)があります。特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

継 続 審 査

議員派遣の件

総務財政常任委員会県外行政視察研修
経済工務常任委員会県外行政視察研修
議会広報調査特別委員会県外行政視察研修
町村議会議員・事務局職員研修会

令和５年１０月 ４ 日（水）～１０月６日（金）
令和５年１０月１８日（水）～１０月２０日（金）
令和５年１０月２５日（水）～１０月２７日（金）
令和５年１１月 ８ 日（水）

議員が聞いた！
今とこれから

次のページ
　からは

町の様々な課題等について、議員が提言も含めて町に考えを
聞く「一般質問」。各議員それぞれの切り口で町政を問いま
す。ぜひ議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

一 般 質 問

北谷町保育士確保緊急対策事業の継続交付の要望について（陳情） 【文教厚生常任委員会】
公立校とフリースクールやアメリカンスクールに並行して通学する児童に関する陳情 【文教厚
生常任委員会】

•
•

•
•
•
•
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一
般
質
問

一
般
質
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

問 

本
町
の
実
態
調
査
の
結
果
は

答 

令
和
４
年
度
沖
縄
県
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
実
態
調
査
結
果
で
本
町
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
児
童
は

出
現
率
５
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
︑
推
計

１
５
０
人
︑こ
の
う
ち
支
援
が
急
が

れ
る
児
童
は
30
人
︒

問 

県
が
進
め
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
、
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ロ
ン
設
置
運
営
に
つ
い
て
見
解

は答 

早
い
段
階
で
の
支
援
が
重
要
︒
当

事
者
が
発
信
す
る
こ
と
︑周
り
の
大

人
が
気
付
い
て
声
を
か
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
の
広
報
活

動
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
︒

沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
に

つ
い
て

問 

当
協
会
の
機
械
技
術
訓
練
や
短

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
卒
業
時
進
路
未

決
定
者
や
若
者
、
町
内
事
業
者
の

技
術
者
育
成
に
活
用
で
き
な
い
か

答 

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
事
業
化
す
る
こ

と
が
適
切
か
調
査
研
究
し
た
い
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
を
問
う

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
の
情
報

が
正
確
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
る
か

確
認
が
必
要
な
自
治
体
に
本
町
も

含
ま
れ
て
い
る
か

答 

本
町
は
適
切
な
紐
付
け
作
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
点
検
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
︒

問 

今
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
に
な

る
来
年
秋
以
降
、一
体
化
さ
れ
た
マ

イ
ナ
保
険
証
に
対
応
し
た
機
器
を

医
療
機
関
が
設
置
し
て
な
い
場
合

ど
う
な
る
か

答 

今
年
度
４
月
か
ら
医
療
機
関
の

機
器
導
入
設
置
が
義
務
化
︒マ
イ
ナ

保
険
証
で
の
受
付
け
が
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
く
も
の
と
想
定
︒

問 

機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
具
合
か

ら
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
ら
な
い
か

答 

国
が
問
題
解
決
と
再
発
防
止
に

努
め
て
お
り
︑
令
和
６
年
度
秋
ま
で

の
導
入
に
向
け
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
︒
町
と
し
て
も
国
の
動
向
も
見
な

が
ら
︑
被
保
険
者
に
不
具
合
が
な
い

よ
う
︑し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
︒

台
風
災
害
・
対
策
は

問 

多
く
の
町
民
が
長
期
間
の
停
電

で
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
。

町
内
の
状
況
と
対
応
、
今
後
の
対

策
は

答 

暴
風
や
飛
来
物
等
で
高
圧
線
の

断
線
等
が
生
じ
︑８
月
１
日
~
８
月

７
日
と
８
月
９
日
に
停
電
が
発
生
︒

８
月
６
日
は
最
大
２
３
６
０
世
帯
が

停
電
︒そ
の
対
応
と
し
て
︑
避
難
所

で
の
ス
マ
ホ
等
充
電
支
援
を
行
っ

た
︒
今
後
︑
充
電
支
援
が
可
能
な
施

設
の
拡
充
を
図
り
た
い
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

台
風
６
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧

と
今
後
の
対
策
は

問 

長
期
の
停
電
や
断
水
等
で
生
活

に
支
障
が
出
た
。
今
後
の
対
策
を

伺
う

答 

今
後
は
充
電
や
入
浴
等
の
支
援
が

可
能
な
施
設
の
拡
充
に
努
め
る
︒

問 
災
害
救
助
法
の
救
助
項
目
と
適

応
の
有
無
は

答 

災
害
救
助
法
の
項
目
は
︑
避
難

所
︑
応
急
仮
設
住
宅
の
設
置
︑
食
品

の
給
与
︑
飲
料
水
の
供
給
︑
被
服
・

寝
具
等
の
給
与
︑住
宅
の
応
急
修
理
︑

住
居
又
は
そ
の
周
辺
の
土
石
等
の
障

害
物
の
除
去
等
︒
現
時
点
で
適
応
は

な
い
︒

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
と
そ
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

問 

不
登
校
の
人
数
は

答 

小
学
校
12
人
︑
中
学
校
39
人
︒

問 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童

生
徒
の
人
数
と
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

等
に
通
い
な
が
ら
小
中
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数
は
。

答 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
小
学
生

は
３
人
︑中
学
生
は
１
人
︒イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
等
に
通
う
小

学
生
は
94
人
︑
中
学
生
は
35
人
︒

問 

当
該
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は

答 

電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問
︒チ
ー

ム
で
の
支
援
体
制
を
構
築
し
︑
実
態

に
応
じ
た
支
援
を
実
施
︒ま
た
︑不

登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
学
習
指
導
︑

高
校
進
学
に
必
要
な
学
力
の
定
着

な
ど
の
支
援
︒一
部
の
学
校
で
︑タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
し
て
い
る
︒

問 

教
員
等
の
負
担
を
減
ら
す
手
立

て
は

答 
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

等
に
通
う
児
童
生
徒
は
一
週
間
前
ま

で
に
は
登
校
の
連
絡
を
も
ら
う
が

２
︑３
日
前
の
連
絡
無
し
に
登
校
す

る
児
童
生
徒
へ
の
手
立
て
が
な
い
︒

女
性
や
若
者
等
の
就
業
支
援

に
つ
い
て
伺
う

問 

子
育
て
中
の
女
性
に
対
す
る
就

業
支
援
は

答 

沖
縄
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

セ
ン
タ
ー
主
催
の﹁
イ
ス
コ
・
で
じ

た
る
女
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
本
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
案
内
︒

問 

過
去
に
行
っ
た
、「
パ
パ
マ
マ
お
仕

事
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
概
要
は

答 

５
年
ほ
ど
前
に
一
人
親
の
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
け
の
時
期
に
役
場
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
出
張
窓
口
を
設
置
︒

問 

若
者
等
に
対
す
る
就
業
支
援
は

答 

沖
縄
市
中
央
に
所
在
す
る
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
案
内
︒

問 
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
支
援
は

で
き
な
い
か

答 
労
働
は
町
民
の
生
活
基
盤
な
の

で
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

北
谷
町
観
光
協
会
を
問
う

問 

体
制
及
び
運
営
は

答 

令
和
５
年
４
月
に
会
長
︑５
月
に

事
務
局
長
が
就
任
︒６
月
の
定
時
総

会
で
新
た
な
体
制
へ
︒組
織
運
営
は
︑

三
役
会
議
︑理
事
会
の
毎
月
開
催
を

基
本
と
し
︑
情
報
共
有
や
運
営
に
お

け
る
意
思
確
認
を
行
っ
て
い
る
︒

問 

財
政
的
な
支
援
等
を
含
め
、
今

後
の
関
わ
り
は

答 

組
織
内
の
課
題
へ
の
対
応
策
を

協
議
し
て
い
る
︒
当
該
課
題
の
解
決

後
︑
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
方
針

等
を
確
認
し
︑
本
町
の
観
光
振
興
施

策
に
つ
い
て
調
整
・
協
議
を
進
め
︑

財
政
的
な
支
援
等
も
含
め
検
討
し

て
い
く
︒

学校側と子ども達側の両
視点からの環境作りを

沖縄産業開発青年協会の
プログラムで若者の就業支
援できないか

専用窓口設置を含め、
地域のために踏み込
んだ雇用対策を！町民の不安解消を！

新垣 千秋 議員
しん がき     ち   あき

町内の公共施設でＰＦＡＳを含む泡消火剤は
使われていないか

役場庁舎の泡消火剤は平成29年度にPFASが含まれていない
消火剤への切替が完了

詳しくは動画をCheck

米須清一郎 議員
こめ　 す　せい  いち  ろう

物価高騰対策について支援を検討しているか

詳しくは動画をCheck

給付支援だけではなく、より効果的な支援策や支援対象
をしっかり見極め判断していきたい
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一
般
質
問

一
般
質
問

地
方
自
治
を
問
う

問 

地
方
自
治
の
本
旨
と
は

答 

地
方
公
共
団
体
が
︑
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
︑
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的

か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
広

く
担
う
も
の
︒

問 

国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
対
等

協
力
の
関
係
に
あ
る
と
の
地
方
自

治
法
の
原
則
に
基
づ
き
、
国
の
関
与

は
必
要
最
小
限
と
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
場
合
で
も
地
方
公
共
団
体
の

自
主
性
と
自
立
性
に
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
国
と
地
方
自
治
体
と
の
関

係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答 

憲
法
の
解
釈
が
難
し
い
が
︑
本
町

に
お
い
て
は
︑
50
年
前
に﹃
北
谷
村

振
興
計
画
﹄で
基
地
経
済
か
ら
の
脱

却
を
掲
げ
た
︒
50
年
か
け
て
財
政
力

を
つ
け
︑
様
々
な
施
策
が
実
現
で
き

て
い
る
︒
基
地
経
済
に
頼
ら
ず
に
返

還
を
し
て
も
ら
い
︑経
済
発
展
を
し
︑

人
口
を
増
や
し
た
︒
県
全
体
に
本
町

の
や
り
方
を
押

し
出
す
こ
と

で
︑
地
方
自
治

の
本
旨
に
近
づ

く
と
考
え
る
︒

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

問 

昨
年
、
市
民
団
体
が
本
町
民
を

対
象
に
行
っ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度

検
査
結
果
で
全
米
科
学
・
工
学
・
医

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

基
準
値
を
超
え
て
い
る
。
当
該
町
民

に
対
す
る
医
師
の
診
察
と
、
血
中
濃

度
検
査
の
対
象
範
囲
を
広
げ
、
再

度
血
中
濃
度
検
査
が
必
要
と
考
え

る
が
所
見
は

答 

国
で
は
基
準
等
の
改
正
や
対
応

方
法
に
つ
い
て
議
論
が
活
発
化
し
て

お
り
︑Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
対
応
が

前
進
し
て
い
る
︒
引
き
続
き
国
や
県

の
動
向
を
注
視
す
る
︒

問 

市
民
団
体
が
行
っ
た
血
中
濃
度

検
査
の
結
果
に
対
し
て
、
危
機
感
は

あ
る
の
か
、
特
に
無
い
場
合
は
そ
の

根
拠
は

答 

検
査
結
果
は
重
く
受
け
止
め
て

い
る
︒

問 

検
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
国
の

動
向
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
予

防
原
則
の
観
点
か
ら
は
ど
う
考
え

る
か

答 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
摂
取
に
よ
る
健
康
被

害
が
ど
の
程
度
な
の
か
現
時
点
で
は

判
断
が
難
し
い
︒
本
町
と
し
て
は
︑

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
水
道
水
な
ど
か
ら
体
内

に
取
り
込
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
︑
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
に
努

め
て
い
る
︒

保
育
に
つ
い
て

問 

保
育
士
職
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
年
齢
制
限
の
緩
和
が
で
き
な
い

か答 

基
本
的
に
職
員
の
採
用
は
退
職

を
補
充
す
る
も
の
︒
定
年
ま
で
の
長

期
間
の
継
続
に
よ
る
職
務
に
必
要
な

能
力
の
開
発
を
図
る
観
点
か
ら
年
齢

制
限
を
設
け
て
い
る
︒
新
規
採
用
の

職
員
は
︑
組
織
内
で
の
育
成
を
目
的

と
し
た
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
︑
年

齢
制
限
を
設
け
る
こ
と
で
若
年
層
の

採
用
と
な
っ
て
い
る
︒

北
谷
町
総
合
体
育
大
会
を
問
う

問 

参
加
資
格
で
外
国
籍
を
含
ま
な

い
と
し
て
い
る
理
由
は

答 

開
催
当
時
に
要
項
の
総
則
を
制

定
し
て
か
ら
そ
の
ま
ま
改
正
が
行
わ

れ
て
い
な
い
︒
要
項
改
正
に
向
け
︑

体
協
と
調
整
予
定
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

・
北
前
区
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

部
活
動
地
域
移
行
を
伺
う

問 

部
活
動
に
つ
い
て
実
態
の
把
握

は答 

各
中
学
校
の
部
活
動
の
入
部
時

に
入
部
届
を
提
出
し
︑
部
活
動
の
種

類
︑
部
員
数
を
把
握
し
て
い
る
︒

問 
全
て
の
部
活
動
を
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
移
行
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
だ
と
感
じ
る
。
ど
の
よ
う
な
考

え
か

答 

現
在
︑
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
︑
外

部
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
る
︒
今
後

部
活
動
指
導
員
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
か
意
向
を
聞
き
な
が
ら
︑モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
︒
全
部

を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
移
行

し
よ
う
と
は
検
討
し
て
い
な
い
︒

砂
辺
馬
場
公
園
に
つ
い
て

問 

フ
ェ
ン
ス
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
倒
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
の

応
急
的
な
措
置
を
す
る
予
定
は
な

い
か

答 

腐
食
し
た
支
柱
の
取
り
換
え
や

破
損
し
た
フ
ェ
ン
ス
の
応
急
措
置
を

行
っ
て
い
る
︒フ
ェ
ン
ス
の
全
面
的

な
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
り
日
程

調
整
中
︒バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
は
ロ
ー

プ
で
対
策
を
し
な
が
ら
フ
ェ
ン
ス
の

工
事
と
合
わ
せ
て
撤
去
予
定
︒

台
風
被
害
を
問
う

問 

８
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
沖
縄

県
全
域
を
台
風
６
号
が
通
過
し
、
県

内
に
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
把

握
し
て
い
る
被
害
状
況
は

答 
道
路
や
公
共
施
設
内
の
倒
木
が

多
数
︑
建
設
中
の
町
立
博
物
館
の
型

枠
の
倒
壊
︑馬
場
公
園
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
リ
ン
グ
の
倒
壊
︑
教
育
施
設
の
門

扉
︑フ
ェ
ン
ス
︑窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
等
︒

民
地
で
は
倒
木
や
空
き
家
の
倒
壊
︑

土
砂
崩
れ
等
︒
人
的
被
害
は
２
名
が

強
風
に
あ
お
ら
れ
転
倒
し
軽
症
︒

問 

豪
雨
に
よ
り
側
溝
の
水
が
溢
れ

冠
水
す
る
地
域
も
あ
り
住
民
が
不

安
な
状
況
へ
陥
っ
た
。
今
後
の
対

策
は

答 

北
前
海
岸
は
︑
沖
縄
県
に
よ
る

高
潮
対
策
事
業
で
護
岸
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
︒
宮
城
海
岸
は
高
潮
対

策
護
岸
工
事
が
完
了
し
︑
今
後
は
海

岸
か
ら
側
溝
や
水
路
へ
流
れ
込
む
サ

ン
ゴ
砂
の
流
入
対
策
が
必
要
︒
町
民

農
園
前
に
つ
い
て
は
︑現
時
点
で
は

具
体
的
な
対
策
案
は
な
く
砂
辺
海

岸
へ
流
れ
る
側
溝
の
在
り
方
に
つ
い

て
調
査
研
究
が
必
要
︒
台
風
襲
来
時

と
大
潮
が
重
な
る
場
合
は
︑
冠
水
す

る
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
冠
水
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
く
︒
今
後
海
岸

付
近
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
は
︑
継

続
的
な
状
況
把
握
と
調
査
研
究
が

必
要
︒

問 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
活

用
は
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
件
数
は

答 

今
年
度
よ
り
取
組
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
︑ま
だ
活
用
は
さ
れ
て
い

な
い
︒
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
を
確
認
︒
安
否
確
認
を

し
︑北
玉
区
が
10
世
帯
︑
宇
地
原
区

３
世
帯
︑
謝
苅
区
１
世
帯
︑そ
の
う

ち
電
話
確
認
が
と
れ
た
世
帯
が
10

世
帯
︒

問 

今
後
の
課
題
は

答 

地
域
の
見
守
り
活
動
で
危
険
な

箇
所
を
把
握
し
自
助
︑共
助
が
必
要
︒台風時の冠水対策を望む

部活動の地域移行は慎重に！

PFASによる町民の体内汚染の実態調査を求める！

奥平 紋子 議員
おく  ひら    あや   こ

仲宗根由美 議員
なか   そ    ね    ゆ    み

本町の行政運営は、地方自治の本旨に基づき
運営されているか

運営している

中学校部活動の運営実態は

部活動計画に基づき全職員が主顧問、副顧問になる
全員部顧問制で運営

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck
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一
般
質
問

一
般
質
問

教
育
行
政
と
子
ど
も
の
権
利

条
約

問 

本
来
学
校
は
、
児
童
生
徒
を
中

心
に
運
営
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
当
該
小
学
校
へ
通
う
生
徒
の
気

持
ち
等
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

る
︒

問 

授
業
が
理
解
で
き
て
い
な
い
生

徒
へ
の
対
応
は

答 

学
校
︑
教
育
委
員
会
で
で
き
る
こ

と
と
県
に
関
わ
る
こ
と
等
の
整
理
を

し
て
改
善
し
て
い
く
︒

問 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
か
ら
短
期
的
に
公
立
学
校
へ
通

う
際
、
給
食
数
の
増
加
等
の
対
応

に
教
育
委
員
会
が
保
護
者
と
学
校

側
の
仲
介
に
入
る
こ
と
は
可
能
か

答 

給
食
の
件
だ
け
で
は
な
く
︑イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
公
立

学
校
を
並
行
し
て
通
う
子
ど
も
達
の

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
︒

教
育
委
員
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

検
討
す
る
︒

平
和
行
政
に
つ
い
て

問 

町
民
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

募
集
す
る
な
ど
、
役
場
の
玄
関
前

広
場
に
平
和
行
政
を
示
す
看
板
等

を
掲
げ
る
考
え
は
な
い
か

答 

今
後
も
新
た
な
手
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
︒

問 

平
和
学
習
で
読
谷
村
、
う
る
ま

市
を
訪
れ
た
が
、い
ず
れ
に
も
平
和

発
信
の
碑
が
あ
っ
た
。
予
算
を
投
じ

て
設
置
で
き
な
い
か
、
再
度
伺
う
。

答 

本
町
の
平
和
行
政
は
︑北
谷
町

民
平
和
の
日
を
定
め
る
条
例
で
明
確

に
定
め
て
お
り
︑
他
市
町
村
と
比
べ

て
も
平
和
行
政
は
進
ん
で
い
る
︒

問 

宇
地
原
に
あ
る
秘
匿
壕
の
整
備

は答 

民
地
と
町
有
地
に
現
存
し
て
い

る
︒
戦
跡
記
念
碑
等
を
紹
介
す
る
冊

子
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
は
︑よ

り
細
か
な
情
報
発
信
を
検
討
︒
町
有

地
箇
所
の
整
備
を
先
行
︒

指
定
管
理
制
度
を
問
う

問 

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
量

が
現
在
の
職
員
の
労
働
力
に
見

合
っ
て
い
る
か

答 

毎
月
提
出
さ
れ
る
業
務
報
告
書

で
各
施
設
の
所
管
課
が
確
認
︒
職
員

数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
︒

問 
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
作
業
は
、

遅
延
が
多
い
様
に
感
じ
る
。
原
因
は

答 

照
明
等
の
施
設
の
修
繕
は
︑現

地
の
確
認
︑
修
繕
方
法
の
確
認
︑
業

者
へ
の
見
積
の
依
頼
を
し
︑
修
繕
に

入
る
︒
段
階
を
追
っ
て
作
業
を
進
め

て
い
る
︒

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
通
報
ア
プ

リ
に
つ
い
て

問 

道
路
に
破
損
等
が
あ
れ
ば
人
命

に
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
速
や
か

に
交
通
を
規
制
し
復
旧
作
業
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ト
ロ
ー

ル
体
制
は
十
分
か

答 
道
路
の
破
損
等
と
い
っ
た
不
具

合
は
職
員
︑
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
民
か
ら
の
通
報
に

よ
り
発
見
︒
件
数
が
多
く
対
応
に
時

間
が
か
か
る
︒
当
該
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
こ
と
で
効
率
化
︑円
滑
化
が
図

ら
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
が
十
分
に
確

保
で
き
る
︒

子
育
て
・
保
育
行
政
を
問
う

問 

公
立
保
育
所
は
保
育
行
政
と
住

民
に
公
平
な
保
育
を
提
供
す
る
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
安
心

安
全
な
保
育
と
質
の
向
上
の
た
め

の
方
向
性
を
伺
う

答 

町
立
保
育
所
は
︑
様
々
な
機
関

及
び
住
民
と
連
携
・
協
働
す
る
地
域

の
保
育
機
能
の
中
心
的
存
在
と
し

て
︑
町
全
体
の
保
育
水
準
向
上
に
資

す
る
役
割
を
担
う
︒
他
市
町
村
で
公

立
保
育
所
が
認
可
園
に
移
行
し
た

事
案
に
つ
い
て
注
視
す
る
︒

問 

国
は
少
子
化
対
策
を
推
進
し
て

い
る
が
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
の
施
策
は

答 

子
育
て
が
し
や
す
く
住
み
よ
い

ま
ち
を
め
ざ
す
施
策
を
検
討
︒

認
可
外
保
育
施
設
を
問
う

問 

認
可
外
保
育
施
設
は
半
数
以
上

が
英
語
対
応
。
す
べ
て
の
施
設
が
保

育
料
無
償
化
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
指
導
監
督
基
準
証
明
書
は
ど

こ
が
発
行
し
て
い
る
か
。
本
町
は
指

導
助
言
を
す
る
役
割
は
あ
る
か

答 

認
可
外
保
育
施
設
は
町
内
に
24

施
設
あ
り
︑そ
の
う
ち
半
数
以
上
が

英
語
を
主
と
し
保
育
を
実
施
す
る
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
︒
保

育
無
償
化
の
対
象
と
な
る
に
は
︑県

知
事
へ
の
届
け
出
と
市
町
村
等
か
ら

﹁
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

等
﹂の
確
定
を
受
け
た
う
え
で
︑認

可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
︑
指
導
権
限
は

県
に
あ
る
︒
基
準
を
満
た
し
た
施
設

に
県
が
証
明
書
を
交
付
︒
町
内
で
基

準
を
満
た
し
て
い
る
施
設
は
11
施

設
︒
認
可
外
保
育
所
は
年
１
回
以
上

の
立
ち
入
り
調
査
が
行
わ
れ
本
町
職

員
も
同
行
︒
改
善
指
導
等
が
あ
っ
た

場
合
︑
本
町
を
通
し
て
改
善
報
告
書

を
県
に
提
出
す
る
︒

誰もが安全に使える道路整備を！学校は児童生徒を中心に
運営されるべきだ！

町と指定管理でしっかりした連携を！

ひ
と
く
ご
う

玉那覇淑子 議員
たま   な     は   ひで   こ

仲栄真惠美子 議員
な か  え   ま   え   み   こ

インターナショナルスクールから町立学校に
通う生徒が増えた。教職員の困り事は

日本語に慣れていない、保護者と連絡が取りづらい、
給食の人数報告等が煩雑、などの声がある

防災・道路パトロール通報アプリの導入は

今年度中に案内できるよう取り組んでいる

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck
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一
般
質
問

一
般
質
問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺
う

問 

出
生
数
の
推
移
は

答 

平
成
30
年
３
３
４
人
︑
令
和
元

年
２
７
８
人
︑令
和
２
年
２
９
３
人
︑

令
和
３
年
２
９
７
人
︑
令
和
４
年
２

７
０
人
︒

問 

出
生
数
は
平
成
28
年
か
ら
７
年

間
で
約
90
名
減
少
。
そ
の
原
因
は
。

ま
た
、
出
生
数
の
目
標
値
と
し
て
、

令
和
４
年
か
ら
令
和
８
年
の
５
年

間
で
延
べ
１
７
０
０
人
、
年
間
で
３

４
０
人
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
が
、
現
状
は
令
和
４
年
の
出
生
数

が
２
７
０
人
。
目
標
値
よ
り
70
人

減
。
更
な
る
取
組
み
が
必
要
で
は

答 

人
口
減
少
の
大
き
な
課
題
は
子

育
て
世
帯
︑
産
み
育
て
る
世
帯
の
流

出
︒
給
食
費
は
今
年
度
か
ら
完
全
無

償
化
︒
次
の
施
策
を
総
合
的
な
観
点

か
ら
考
え
た
い
︒

ご
み
減
量
化
対
策
・
循
環
型

社
会
の
構
築
は

問 

嘉
手
納
町
の
生
ご
み
堆
肥
化
実

証
事
業
や
先
進
自
治
体
の
取
組
み

を
調
査
研
究
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

そ
の
目
的
と
嘉
手
納
町
の
実
証
事

業
の
内
容
は

答 

ご
み
の
減
量
化
や
循
環
型
社
会

の
形
成
が
目
的
︒
嘉
手
納
町
の
実
証

事
業
は
︑
協
力
率
や
生
ご
み
を
堆
肥

化
し
た
場
合
の
成
分
デ
ー
タ
の
取
得

を
目
的
に
令
和
４
年
12
月
に
実
施
︒

１
世
帯
当
た
り
６
枚
の
生
ご
み
回
収

袋
を
配
布
︒回
収
さ
れ
た
生
ご
み
は
︑

委
託
業
者
が
琉
球
大
学
と
共
同
で

堆
肥
化
し
︑
成
分
分
析
を
行
っ
て
い

る
︒

問 

事
業
系
ご
み
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観

光
客
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、コ

ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
、
令
和
２
年
で

は
最
高
値
で
約
１
千
５
０
０
ト
ン

排
出
量
が
減
少
。
ど
の
よ
う
に
分

析
し
た
の
か

答 

事
業
系
の
ご
み
の
分
析
は
で
き

て
い
な
い
︒

問 

本
町
は
事
業
系
ご
み
の
排
出
量

が
県
の
２
倍
。
生
ご
み
の
実
証
実
験

を
行
い
な
が
ら
、
事
業
者
等
へ
の
実

証
実
験
導
入
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り

調
査
等
を
行
え
な
い
か

答 

現
状
︑
事
業
系
と
し
て
︑
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ
ル
等
の
生
ご
み

は
︑
養
豚
の
飼
料
と
し
て
資
源
化
︒

今
後
そ
の
よ
う
な
取
組
み
が
出
来
な

い
か
検
討
し
た
い
︒

問 

本
町
は
国
の
基
本
計
画
で
あ
る
、

最
終
処
分
量
以
外
の
１
人
一
日
あ
た

り
の
ご
み
の
排
出
量
、
生
活
系
ご
み

と
事
業
系
ご
み
、
再
生
利
用
量
の
目

標
値
を
達
成
し
た
こ
と
が
な
い
。
中

間
見
直
し
で
、
令
和
９
年
度
の
目
標

値
が
１
人
一
日
あ
た
り
の
ご
み
の
排

出
量
１
０
４
１
グ
ラ
ム
、
再
生
利
用

量
22
％
。
現
状
の
取
組
み
で
達
成
可

能
か

答 

令
和
２
年
度
の
再
生
利
用
量
は
︑

県
の
目
標
値
と
比
較
す
る
と
︑ま
だ

ま
だ
達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
︒
現

状
の
取
組
み
で
達
成
可
能
か
は
少
し

難
し
い
点
も
あ
る
が
︑
住
民
︑
事
業

者
含
め
︑し
っ
か
り
と
ご
み
減
量
化

と
資
源
化
に
努
め
︑
再
生
利
用
率
の

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
取
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
︒

青
年
会
の
県
内
外
へ
の
派
遣

を
問
う

問 

県
内
外
へ
の
エ
イ
サ
ー
派
遣
を

再
開
す
べ
き
で
は

答 

青
年
連
合
会
及
び
地
域
の
青
年

会
は
︑
青
年
自
ら
が
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体
と
し
て
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
︒
今
後
も
青
年
会

の
育
成
支
援
を
行
う
と
と
も
に
︑
伝

統
芸
能
の
継
承
・
保
存
に
努
め
て
い

く
︒

北
谷
町
の
特
産
品

問 

竹
細
工
の
工
芸
を
現
在
引
き
継

い
で
い
る
の
は
、北
谷
竹
細
工
の
み
、

北
谷
町
の
人
材
、
も
の
を
育
成
し
、

北
谷
町
な
ら
で
は
の
特
産
品
づ
く

り
が
で
き
な
い
か

答 

特
産
品
︑
町
産
品
の
開
発
は
︑

担
い
手
が
育
っ
て
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
だ
と
考
え
る
︒
商
工
会
で
も
取
組

ん
で
い
る
が
開
発
す
る
に
あ
た
り

様
々
な
課
題
が
あ
る
︒
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
数
名
招
き
勉
強
会
や
セ
ミ

ナ
ー
︑
伴
走
型
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
︒
商
工
会
で
町
産
品
を
選
定
す
る

際
︑コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
第
３
者
の

外
部
有
識
者
等
も
交
え
検
討
︒
毎

年
町
産
品
を
指
定
︒
そ
の
中
か
ら
北

谷
ブ
ラ
ン
ド
を
認
定
し
︑
観
光
商
品

と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
︒

高
齢
者
福
祉
を
問
う

問 

独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
数
と
、
老
々
介
護
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
世
帯
数
は

答 

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
は
１
万
４
千
７

３
８
人
︒
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯

は
９
３
２
世
帯
１
万
４
千
８
６
４

人
︒
老
々
介
護
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
人
数
は
︑
抽
出
が
困
難
な
た
め
把

握
で
き
て
い
な
い
︒

問 

老
々
介
護
に
よ
る
、
心
身
的
負

担
の
結
果
、
痛
ま
し
い
事
件
が
本
町

で
起
き
な
い
よ
う
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は

答 

老
々
介
護
の
解
決
策
と
し
て
︑

福
祉
課
か
ら
地
区
民
生
委
員
に
70

歳
以
上
の
高
齢
者
名
簿
を
提
供
し
︑

民
生
委
員
法
に
基
づ
く
民
生
委
員

の
職
務
と
し
て
︑
住
民
の
生
活
状
態

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
︒
日
頃
の
見

守
り
活
動
な
ど
で
独
居
高
齢
者
や
︑

高
齢
者
世
帯
で
健
康
に
不
安
が
あ

る
方
な
ど
︑
支
援
が
必
要
な
方
を
把

握
し
た
際
︑
福
祉
課
へ
情
報
提
供
い

た
だ
き
︑
職
員
に
よ
る
訪
問
等
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
︒

桃
原
東
線
の
歩
道
に
つ
い
て

問 

蓋
を
し
た
こ
と
で
清
掃
作
業
が

や
り
づ
ら
く
感
じ
る
。
再
度
歩
道
を

フ
ラ
ッ
ト
に
し
、
安
全
柵
を
取
り
付

け
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か

答 

蓋
の
隙
間
か
ら
の
雑
草
に
つ
い

て
︑
管
理
を
委
託
し
て
い
る
北
谷
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
︑
支
障
な
く
作
業
で
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
︒
定
期
的
な
清
掃
に
よ
る

維
持
管
理
を
行
い
た
い
︒
安
全
柵
の

設
置
に
つ
い
て
︑
自
治
会
よ
り
道
路

を
横
断
す
る
方
が
見
ら
れ
る
と
確

認
︒
当
該
道
路
は
通
学
路
で
あ
り
︑

登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

も
設
置
に
向
け
て
検
討
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
防
災
に
つ
い
て

・
北
谷
中
学
校
の
樹
木
に
つ
い
て他市町村の実証実験を参考に、

本町らしいゴミ対策事業を！

北谷の伝統工芸の継承を！

安全・安心な通学路を！

合計特殊出生率を意識した
子育て支援策を！

津嘉山えり子 議員
つ  か  や ま 　 　 　 こ

喜友名盛充 議員
き ゅ う  な  も り み つ

目標となる合計特殊出生率は

数値の目標はない。子どもを産み育てる世帯の
社会的な減少が課題

北谷町の特産品を作るため、
人を育てる、ものを育てる支援事業ができないか

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

特産品という名称にはこだわらず、町内で生産、企画され
る商品を町産品として支援していきたい
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一
般
質
問

一
般
質
問

重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離

島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利

用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
説

明
会
に
つ
い
て

問 

全
国
の
地
方
公
共
団
体
を
対
象

と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
の
事

務
連
絡
が
届
い
た
日
付
、
参
加
の
有

無
、
説
明
会
の
内
容
は

答 

令
和
５
年
２
月
22
日
︑
沖
縄
県

知
事
公
室
基
地
対
策
課
渉
外
班
発

出
の﹁
重
要
土
地
等
調
査
法
に
関
す

る
市
区
町
村
担
当
者
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
﹂の
通

知
を
受
理
︒
同
年
３
月
14
日
開
催
の

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
に
参
加
︒
重
要

土
地
等
調
査
法
の
概
要
︑
法
の
運
用

指
針
を
定
め
る
基
本
方
針
︑
重
要
土

地
等
調
査
法
に
お
け
る
地
方
公
共
団

体
と
の
関
係
︑区
域
指
定
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
︒

問 

機
能
阻
害
行
為
に
つ
い
て
調
査

対
象
者
等
の
説
明
は

答 

機
能
阻
害
行
為
に
関
す
る
説
明

は
な
か
っ
た
︒

問 

内
閣
総
理
大
臣
が
中
止
区
域
や

特
別
中
止
区
域
内
の
建
物
に
つ
い

て
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

目
的
に
つ
い
て
説
明
は

答 

調
査
に
つ
い
て
明
確
な
情
報
は

な
か
っ
た
︒

問 

防
災
担
当
の
前
職
務
は

答 

自
衛
隊
を
退
職
し
た
方
︒

問 

今
回
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
と
な
っ
た
経

緯
と
理
由
は

答 

公
募
の
際
に
付
し
て
い
る
条
件

が
防
災
士
の
免
許
や
防
災
に
関
す
る

知
識
を
持
っ
て
い
る
方
︒
現
担
当
者

は
︑
防
災
士
免
許
も
持
っ
て
い
る
︒

問 

過
去
に
お
い
て
は
消
防
、
警
察

の
Ｏ
Ｂ
だ
が
自
衛
隊
が
応
募
す
る

こ
と
は
無
か
っ
た
か
。ま
た
今
回
は
、

消
防
や
警
察
Ｏ
Ｂ
は
無
か
っ
た
か

答 

以
前
は
公
募
で
は
な
く
︑町
か
ら

声
掛
け
を
し
て
︑
消
防
や
警
察
の
Ｏ

Ｂ
の
方
の
推
薦
を
も
ら
っ
た
︒
今
年

度
か
ら
一
斉
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

そ
の
中
で
防
災
士
１
名
の
空
き
状
態

が
あ
り
︑元
自
衛
隊
１
名
の
応
募
が

あ
っ
た
︒
警
察
Ｏ
Ｂ
２
名
の
応
募
が

あ
り
︑う
ち
１
名
を
採
用
︒

問 

防
災
担
当
業
務
は
、
町
民
の
情

報
を
ど
こ
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
掛
か
る
よ
う
な
情
報
に
ア

ク
セ
ス
は
可
能
な
の
か

答 

基
地・安
全
対
策
課
に
お
い
て
は
︑

住
民
情
報
に
関
す
る
情
報
は
扱
わ

な
い
︒

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
教
育
環
境
に
つ
い
て

・
文
書
管
理
に
つ
い
て

北
谷
中
学
校
の
部
室
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
つ
い
て
問
う

問 

３
塁
側
ネ
ッ
ト
の
破
損
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
の
老
朽
化
、
ナ
イ
タ
ー
照

明
が
点
か
な
い
等
へ
の
対
応
策
は

答 

防
球
ネ
ッ
ト
は
︑ネ
ッ
ト
及
び
ワ

イ
ヤ
ー
修
繕
の
た
め
︑現
在
修
繕
工

事
を
発
注
準
備
中
︒バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

は
︑現
在
実
施
し
て
い
る
北
谷
中
学

校
屋
外
運
動
場
等
整
備
実
施
設
計

業
務
委
託
に
お
い
て
︑
施
設
の
調
査

を
行
い
︑
修
繕
又
は
改
修
な
ど
の
検

討
を
行
う
予
定
︒ナ
イ
タ
ー
照
明
は
︑

点
灯
の
不
具
合
等
は
無
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
︒

美
浜
地
区
の
諸
問
題
を
伺
う

問 

美
浜
地
区
の
発
展
に
伴
い
、
鳥

獣
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
被

害
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
他
市
町
村
や
県
外
の
都
市
化

に
伴
う
鳥
獣
被
害
対
策
の
先
進
事

例
は

答 

美
浜
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
辺

に
お
け
る
鳥
獣
被
害
は
︑
事
業
者
か

ら
の
相
談
で
把
握
し
て
お
り
︑対
応

が
出
来
な
い
か
関
係
各
課
で
協
議
し

て
い
る
︒
改
め
て
︑
美
浜
地
区
の
事

業
者
か
ら
鳥
獣
被
害
の
内
容
等
に
つ

い
て
再
確
認
し
︑
検
討
す
る
︒
先
進

事
例
は
︑県
内
外
に
鳥
獣
被
害
防
止

に
係
る
費
用
に
つ
い
て
の
補
助
金
交

付
や
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
︒い
ず
れ
も
法

律
に
よ
り
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
野
生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
へ
の
被
害

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
︒

問 

美
浜
地
区
開
発
基
金
活
用
に
つ

い
て
関
連
し
た
事
業
所
と
協
議
す

る
と
あ
る
が
、
鳥
獣
被
害
対
策
に

関
し
て
協
議
し
基
金
を
活
用
で
き

な
い
か

答 

美
浜
地
区
開
発
基
金
は
︑
美
浜

埋
立
造
成
地
区
の
都
市
景
観
や
︑
都

市
施
設
の
整
備
に
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
︑町
と
し
て
対
応
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
を
し
た
場
合
︑
充
当

す
る
こ
と
が
可
能
︒
金
額
に
応
じ
て

一
般
財
源
等
々
も
考
え
な
が
ら
︑周

辺
の
事
業
者
の
負
担
も
含
め
検
討
し

て
い
く
︒

道
路
行
政
に
つ
い
て

問 

砂
辺
浜
川
線
沿
い
に
は
多
く
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い

る
が
、Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ  

Ｄ
Ａ
Ｙ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｅ
Ｅ
前
の
片
側
１
面
ミ
ラ
ー
を
両
面

配
置
で
き
な
い
か

答 

現
地
の
状
況
確
認
を
行
っ
た
︒
現

在
設
置
さ
れ
て
い
る
１
面
鏡
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
２
面
鏡
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
に
変
更
す
る
予
定
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

・
玉
上
に
あ
る
、
通
称
天
国
へ
の
階

段
に
つ
い
て

生徒が安全に利用できる環境を！

町民が安心できる道路整備を望む！

南城市

石垣市

沖縄県内も特別注視区域に指定された！
（内閣府ホームページより）

平田潤一郎 議員
ひら  た   じゅん いち  ろう

高安 克成 議員
た か や す  か つ な り

北谷中学校の部室は、修繕必要箇所が多く
安全性の観点からリフォーム等できないか

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

整備されて35年経過。安全性の確保が必要な箇所につ
いて補修工事等による対応を考える

支援が可能な公共施設の拡充に努める。町内事業者への協力
は、手法等を調査・研究する

台風時の停電におけるシャワーや電気等について、
公共施設提供の周知や各種業界への協力要請は
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一
般
質
問

一
般
質
問

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
通

過
す
る
車
両
を
対
象
に
、
歩
行
者

が
渡
ろ
う
と
し
た
場
合
の
一
時
停
止

の
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

答 

こ
れ
ま
で
に
一
時
停
止
の
調
査
を

実
施
し
た
こ
と
は
な
い
︒
通
学
路
等

の
事
故
防
止
の
た
め
︑
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

の
ル
ー
ル﹁
横
断
歩
道
で
横
断
中
︑

ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩

行
者
が
い
る
と
き
は
︑そ
の
手
前
で

一
時
停
止
す
る
こ
と
﹂﹁
横
断
歩
道
に

接
近
す
る
と
き
は
︑そ
の
手
前
で
停

止
で
き
る
速
度
で
進
行
す
る
こ
と
﹂

及
び
﹁
横
断
歩
行
者
妨
害
は
道
路
交

通
法
違
反
に
な
る
こ
と
﹂
な
ど
の
周

知
広
報
を
図
る
と
と
も
に
︑
交
通
事

故
防
止
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
沖

縄
警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
︒

問 

過
去
５
年
間
の
町
内
に
お
け
る

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）の
横
断
歩

道
横
断
中
の
人
身
事
故
の
件
数
は

答 

沖
縄
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
︑２
０
１
９
年
に
２
件
︑２
０
２

２
年
に
１
件
の
計
３
件
︒

問 

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

学
校
関
係
者
と
警
察
署
、
教
育
委

員
会
、
土
木
課
で
現
場
の
安
全
点

検
並
び
に
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
は

答 

毎
年
︑
各
小
学
校
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
場
所
の
通
学
路
安
全
点
検

を
︑
教
育
委
員
会
指
導
主
事
︑
土
木

課
︑
沖
縄
警
察
署
交
通
対
策
課
︑
各

小
学
校
教
頭
︑
各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
で
行
い
︑
改
善
が
必
要
と
指
摘
さ

れ
た
箇
所
は
各
機
関
で
改
善
を
図
っ

て
い
る
︒

問 

２
０
２
３
年
３
月
埼
玉
県
戸
田

市
の
公
立
中
学
校
で
侵
入
、
教
員

を
切
り
つ
け
る
事
件
が
発
生
。
同
年

７
月
に
宮
城
県
栗
原
市
の
公
立
小

学
校
に
学
校
の
敷
地
内
で
児
童
が

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
た
と
い
う

事
件
で
は
学
校
通
用
口
の
施
錠
が

さ
れ
て
な
か
っ
た
。
本
町
小
中
学
校

の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
監

視
カ
メ
ラ
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
は

答 

町
立
小
中
学
校
で
は
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
対
策
を
講

じ
︑
登
下
校
時
以
外
は
正
門
等
を
閉

じ
て
い
る
︒ま
た
︑
事
務
室
に
受
付

を
設
置
し
︑
来
校
者
の
確
認
を
行
っ

て
い
る
︒
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は

各
学
校
へ
の
設
置
を
検
討
中
︒

問 

小
学
校
・
中
学
校
の
い
じ
め
認

知
件
数
、
不
登
校
の
件
数
は

答 

い
じ
め
認
知
件
数
は
令
和
５
年

７
月
現
在
︑小
学
校
87
件
︑
中
学
校

４
件
︒
不
登
校
︵
病
気
や
経
済
的
理

由
︑イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い

る
者
を
除
い
て
︑
年
間
30
日
以
上
の

欠
席
が
あ
る
者
︶は
︑
令
和
５
年
７

月
現
在
︑小
学
生
12
人
︑
中
学
生
39

人
︒

問 

通
学
・
通
園
バ
ス
の
安
全
措
置

は答 

令
和
５
年
８
月
15
日
に
︑北
玉

幼
稚
園
・
北
玉
小
学
校
の
通
学
バ
ス

に
安
全
装
置
を
設
置
︒

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
台
風
６
号
豪
雨
被
害
に
つ
い
て

・
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て

北
谷
第
二
小
学
校
水
泳
授
業

の
民
間
委
託
に
つ
い
て

問 

理
由
と
目
的
は

答 

施
設
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

削
減
︑児
童
生
徒
の
泳
力
向
上
︑
教

師
の
負
担
軽
減
及
び
教
育
の
質
の
確

保
等
の
観
点
か
ら
︑民
間
プ
ー
ル
施

設
を
活
用
し
た
水
泳
授
業
の
可
能

性
を
検
討
す
る
た
め
︑
令
和
３
年
度

に
北
谷
町
立
学
校
プ
ー
ル
に
お
け
る

施
設
整
備
等
調
査
検

討
業
務
を
実
施
︒

民
間
委
託
方
式
に

優
位
性
が
あ
る
と

判
断
し
た
︒

宿
泊
税
導
入
を
問
う

問 

観
光
振
興
の
た
め
に
宿
泊
税（
法

定
外
目
的
税
）の
導
入
を
検
討
し
て

お
り
、
検
討
委
員
会
の
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
現

在
、
検
討
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か

答 

４
月
28
日
に
第
１
回
を
開
催
︒

検
討
委
員
会
の
位
置
づ
け
や
導
入
の

必
要
性
︑
沖
縄
県
の
現
在
の
検
討
状

況
︑
今
年
度
の
検
討
に
か
か
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
共
有
し
て
意
見
を

伺
っ
た
︒

問 

北
谷
町
は
早
め
に
導
入
し
た
方

が
い
い
の
で
は
。
導
入
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は

答 

沖
縄
県
も
含
め
検
討
中
の
市
町

村
と
の
意
見
交
換
も
併
せ
て
行
っ
て

い
る
︒
都
道
府
県
と
市
町
村
の
税
の

仕
組
み
が
異
な
る
︒
納
税
者
が
分

か
り
づ
ら
い
仕
組
み
に
な
ら
な
い
よ

う
協
議
を
し
︑
県
も
令
和
８
年
度

導
入
を
目
指
す
と
い
う
の
は
変
わ

ら
な
い
の
で
︑
町
と
し
て
も
そ
こ
を

目
指
し
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
︒

町
長
の
米
国
視
察
を
伺
う

問 

米
国
務
省
主
催
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
タ
ー
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
目

的
及
び
意
見
交
換
し
た
地
域
や
政

府
機
関
、
訪
問
先
に
お
け
る
対
応

状
況
な
ら
び
に
受
け
た
心
証
、
今

回
の
訪
問
で
得
た
成
果
は

答 

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は﹁
基
地
受
け
入

れ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を

通
じ
た
日
米
同
盟
の
強
化
﹂と
題
さ

れ
︑日
米
の
基
地
が
あ
る
地
域
が
直

面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
︑見
解

を
共
有
し
︑基
地
の
経
済
的
外
部
性

や
地
域
社
会
と
の
関
係
性
等
を
学

び
︑連
邦
政
府
や
議
会
の
主
要
機
関

等
と
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
い

る
︒現
在
お
よ
び
過
去
に
基
地
が
あ

る
地
域
を
訪
問
し
︑地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
の
面
談
や
軍
事
施
設
の
視
察

を
行
っ
た
︒フ
ロ
リ
ダ
州
タ
ン
パ
︑セ

ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
で
は
︑

米
国
政
府
制
度
や
軍
事
基
地
と
地

域
社
会
へ
の
経
済
的
影
響
及
び
環
境

へ
の
影
響
に
つ
い
て
話
を
伺
い
︑カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
︑ア

リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
︑ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
︑ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
︑意
見
交
換
や
視
察

等
を
行
っ
た
︒視
察
先
で
は
︑基
地

の
跡
地
開
発
を
部
分
的
に
も
進
捗
さ

せ
て
︑ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
お
り
︑国
で
は
な
く
︑

州
長
︑郡
長
の
権
限
で
軍
と
の
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
︒本
町
が
抱
え
て

い
る
米
軍
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

も
︑そ
の
伝
え
方
に
つ
い
て
︑ア
メ

リ
カ
の
国
民
性
を
理
解
し
︑直
接
訴

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
た
︒連
邦
政
府
や
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
の
中
で﹁
土
地

を
返
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
経
済
発

展
が
で
き
な
い
︒地
域
経
済
が
発
展

す
れ
ば
︑人
口
が
増
え
︑雇
用
が
生

ま
れ
︑新
た
な
産
業
も
生
ま
れ
る
﹂

と
強
く
訴
え
て
き
た
︒北
谷
の
目
標

は
︑昔
も
今
も
︑政
治
的
な
立
ち
位

置
も
乗
り
越
え﹁
基
地
経
済
か
ら
の

脱
却
﹂を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

信号機のない横断歩道の安全対策を求む！ 早期の宿泊税導入を望む！

安全装置「かくにん君」が設置された通学バス

友利 勉 議員
とも   り    つとむ

宮里 廣 議員
みや ざと　 ひろし

通学路における横断歩道での事故防止対策は 宿泊税を早めに導入した方がいいのでは

納税者が分かりづらい仕組みにならないよう協議し、
沖縄県と同様、令和８年度導入を目指す

詳しくは動画をCheck 詳しくは動画をCheck

交通安全マナーに関する情報の周知、交通安全指導員による活
動、沖縄警察署と連携した交通安全環境の整備に努めている
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令和５年 1 2 月 定 例 会に傍 聴に行こう！

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ
北谷町議会事務局 ☎（０９８）９３６-３３８２　FAX（０９８）９３６-９７１２

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
　津
嘉
山
え
り
子

令和５年１２月１２日（火）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び
補聴装置を御利用になれます。 インターネットで町議会を知ろう！

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。
手話通訳は、傍聴予定日の
７日前までに議会事務局へ
お申し込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際
にお申し出ください。議場は
役場の４階です！

検索北 谷 町 議 会
●

●

　
南
国
沖
縄
も
朝
夕
涼

し
く
な
り
秋
ら
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
私
達
、
議
員
も
昨
年

９
月
の
当
選
か
ら
１
年
が
た
ち
、

新
た
に
心
引
き
締
ま
る
思
い
で

全
議
員
が
北
谷
町
の
発
展
に
む

け
て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
新
人
議
員
で
取
り
組

ん
で
い
る
『
議
会
広
報
』
も
委

員
の
協
力
で
少
し
ず
つ
向
上
し

て
き
て
い
る
の
で
は
と
思
って
お

り
ま
す
。
今
後
も
町
民
の
皆
様

に
寄
り
添
い
、分
か
り
や
す
い

『
議
会
広
報
』づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。是
非
役
場
４

階
議
会
に
も
お
越
し
下
さ
い
。

こ
の
冊
子
は
、13000部

印
刷
し
、１
部
当
た
り
の

経
費
は
約
97円

で
す
。

〒
904-0192 沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
１
番
１
号

TEL（
098）936-3382  FAX（

098）936-9712
HPア

ド
レ
ス
 https://w

w
w.chatan.jp/chogikai/
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力
を
合
わ
せ
て今輝
く！
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を
問
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令
和
４
年
度
ど
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使
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み
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リレーの順位は…（笑）
参加された町民の皆様も

大変お疲れ様でした！

来年も頑張ります!!

11月5日、チーム議会で

町民運動会に出場しました！


